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不育症∴染色体異常保因れ 遺伝相談,

Ⅰ. 緒 言

反復 曲習慣流産 (不育症)は様々な原因に由来 し得る

と考えられているが,車でも,妻または素の染色体異常

によるものは,その頻度が高く,種棟も多様であり,さ

らをこ生児を得難い例も多いといった点でとりわけ特徴的

である,話者の報告を平均すると,不育症夫婦10ないし

20艇に1名の頻度で染色体異常保因者が兄い出されてお

り1)¶62),したがって,不育症の診療において細胞遺伝

学的検索を行うことは,今日ほとんど常識化するに至っ

ている. しかし--方,いざ染色体異常殊因者が発見され

た場合の対応 (遺伝相談)は決Lで容易な屯のではない.

その主たる要因の1つとして,素または束が染色体異常

保因者である夫婦 (以下,染色体異常保田夫婦)におけ

る妊娠 予後の予測が難 しいという点を挙げることができ

ら.だが,当然のことながら,予後の予測を示すことは

遺伝相談の上で避けて通ることの出来ない重要なステッ

プである.本研究では新潟大学医学部附属病院産科婦人

科遺伝外来 (以下,当外来)の成績をもとに,染色体異

常保田某癖でかつ不育症を星する夫婦-のより長い対応,

特に妊娠予後の適切な推定方法について検討を行った.

ll. lltf: 丸 /+} ユ

1. 研究対象および細胞遺伝学的検索方法

且982年4月より1991年4月までの9年間に当外来で

扱った不育症関係の遺伝相談 104件から染色体異常保困

夫婦が関与していた29件を抜き出し,異常の内容,妊娠

磨,および皮膚紋理について検討を行った.

染色体分析は,莱櫓静脈彪 リンパ球を材料に,Gibco

社製タロモゾ-ムメジウムキットを用いて72時間培養法

により行った.分染法は,圭として 6-bamding法を欄

いたが,症例によっては,必要に応 じ,Q-bamdimg,C-

bamdin屠,高精度分染法を追加 した,なお,他施設で染

色体異常を発見された後に当外来へ紹介されたケ-スは,

すべて核型標本写薬を持参 Lていたため,当外来で改め

経験的免除率

て検索を行った症例はなかった,

皮膚紋理は,不育症束婦のうち,記録 し得た100例,

151名 (うち染色体異常保因者息8名) を対象に,猿線

(SC),母指球紋 (TH),小指球紋 (持VP),軸三叉の

高位 好 ,t〝),手指の弓状紋 (A),尺側蹄状紋 犯し),

漁猟lj蹄状紋 (RL),渦状紋 (W)の出現頻度を解析 した.

2.遺伝相談について

現在,当外来で不骨症に関して行っている遺伝相談の

手順を概説する.

反復 ･習慣線度夫婦のほとんどは,当科不育症外来を

経て遺伝外来-紹介される.その時点で,束癖の染色体

核型は未検査である場合が多かったが,近年では外注検

査が急速に普及したことにより,染色体異常を発見され

た後に当外来-紹介される例が増加 しつつある.

当外来では,まず最初に詳細な家系図を作成 し,次い

で,皮膚紋理を可能な限り夫婦両者について記録する.

これらが終了したところで,染色体検査の必要性を説明

するが,既に染色体異常を指摘された症例では,染色体

について基本的解説が行われ 染色体異常保因状態 匿aT-

rier) に関する問題点の質疑応答がなされる. その際

｢Cayricrとは異常な入間である｣いとう誤解を招かぬ

よう細心の注意を払っている.

Carrierについて理解が得られた段階で,今後予想さ

れる妊娠予後に関する説明にÅる.

妊娠予後としては,以下の4通 りを想定 し,それぞれ

が起きる確立 (危険率)を算出する.

1 . 児(り核型 ･表現型か肘こ正常.

2. 児が染色体異常保閃苦.

3. 児が核型 ･表現型杜に町肯.

4, 流産,子宮内胎児死亡を来す.

算出方法には,減数分裂における染色体の対合図を周

いる理論的方法 (理論的危険率)ど,症例の集計をこよる

経験的方法 (経験的危険率)とがあるが,当外来では可

能な限り経験的危険率を欝出して対応することを目標に

している.経験的危険率を求める際に必要な症例は文献
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から引周するが,そのために普段から文献 (症例報告)

を渉猟 し 症例は核型別にコンピューター登録を行って

いる.この文献収集および染色体異常保因者核型別症例

の登録は,Ascertainmentを2回異常の流産を経験 し

た夫婦として (異常児出産を契磯をこ染色体異常保因者が

発見された症例は排除 して),現在までの所62文献,516

症例についてなされたi)-62).その詳細は,1,相互転座

250件,2.r~了,i-1卜･/ン型転哩 11～‖隼.3.逆位等の構

造異常67件,4.性染色体異常81件である中 しかし 同

山の異常症例を文献的に見いだせない磯食む多く,この

頃食餌 豊,理論的免除率をまず用い, 例 え ば 相 互 転 座 で

は,切断部位が当歳保因者と全 く同一ではな摘 こしろ,

開巻する染色体の甑倉せが等 しい症例の妊娠予後を参考

にして盈み付けを行うなど工夫を加えている.クライア

ントに対しては,危険率符,LIL.LJ7)過程.数値し叫､巨 ,意味,

明確な数値を提示 し難い理由などをこついて十分な理 解 が

得られるまで,理解度に応 じた説明を行っている.また,

この際,いたずらをこ挙児をこ対せる意欲を発わせることの

療いよう配慮が必要であるが,現発射 豊正常児を得る確

率は決 して高くない場合が多いので,ここの加減が難 し

い圭こ/11である.

最後に,出生前診断に関する説明がなされる.その内

容はお屯をこ次の4項 目である.

1)妊娠が継続 した場合でも,児に染色体異常の存在

する確率が-艇の妊娠に比べて高いこと.2)児の染色

体異常を出生前に羊水検査等をこより知り得ること, 但し

これらの検査は決 して万能でないこと,3)出生前診断

を受けるか否かは,あくまで当該某婦が欽定すべき問題

であること.4)妊娠が継続する見通 しがついたら,早

めをこ受診 し,検査の計画を立てる必要があること .

なお,これらの対象に対する出生前診断の本格的説明

はヲ窯際をこ希望 して受診がなされた時点で行っている ,

妾の際には,｢保因者と同型の染色体異常が胎児に発見

された場合どの様な道を選択するのか｣などについて私

審前をこ綿密な話合いを行い,方針を欽定 しておくのは勿

論である｡

Ill. 結 果

不潜症嘉締 ま04例申,21例は他施設で束婦のいずれか

に簸色体熱常を発見された練に紹介されてきた症例であっ

た.残 り83例は,当科受診後に漁色体検査が行われ, ラ

ち8名をこ親魚体異常採困者が発見された, したがって,

当科受診後に漁色体検査を受けた群をこついてみると,染

色体異常保因者の頻度は 8/83-9.6%, すなわち, 保

(賓 が 保 因 者)

横 型

(菜 が 保 因 者)

核 型
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困者の頻度は反復 砂習慣流産美樹の 10.4観につき王者

の割合であった.結局,104夫婦中計29名の染色体異常

保因者が見いだされ,その詳細は豪 lに示した.なおタ

義 丑に示 した各症例の妊娠歴の大半は遺伝相談暗点の

数字であるが,相談後の妊娠歴を追跡 し得た症例に関 し

ては現時点で判明している数値を追加 して示 した.染色

体異常保因者は,男女別では女性15名,男性且4名とほぼ

同数であり,夫婦両者に染色体異常を検出した症例はな

かった.症例を染色体異常の橡額別に見ると,29例中や

相互転座12例,ロバー トソソ型転座6例,勝間逆位4例,

Ⅹ染色体数の異常4鰍 さらに 14p+,22p十,y q+

(lolュ宮Y)が各 1例であった (豪 2),現在までのとこ

ち,ロバー トソソ型転座の男性保因者例,および,腕問

逆位の女性保因者例は経験 していない中

全体で最も例数の多かった相互転座に注目すると,男

性保因者が8例で,女性採因者4例の2倍であった申 し

かし,男性保因者例では計28妊娠中24回が流産であるが,

生産も4回 (うち異常児分娩が 1回)あるのに対 し女性

保因者例では計13妊娠全てが流産であった.全症例の妊

娠を合計すると,104経娠中流慶は艶 正常児出産が9,

異常児出産が 1であった.また,夫婦単位でみると,棉

互転座12夫婦軌 1名で私生児を得た夫婦は2鼠,ロバ-

トソソ型転座 6夫婦の場合は3鮭であった (嚢 3),至

症例の鮭計では,29夫婦中,生児を得ている夫婦は現在

6真樹である.遺伝相談後さらに妊娠が成立し,かつ追

跡 し得たのは4例であった (閉 ま). うち, 2例は賓が

13.14ロバ- トソソ型転座, 1例は表が6書13均衡型相

互転軌 もう1例は妻が性染色体緊常 (47,XXⅩ)を

有するものであった,13☆14ロバ- トソソ塑転座の2素

婦では相談後計 3名の生児を得ているが,この場合全例

寮 2 染色体異常*.輝別廃艦および妊娠予後

異常の穫榛 妻が保因者 夫が保因者 計
(件数)A-LB--C (件数)A-B-C (件数)A-B-C

相互転座 (4)13-0-0 (8)24-3-1 (12)37-3-1

ロ バ - 卜ソソ型転座 (6)2一.凍 -0 (0) (6)21-4-0

腕間逆位 (0) ←車 1.卜い-0 (4)14-0-0

Ⅹ染色体数の異常 (3) 9-卜0 (1) 3--0---0 (4)12-1-0

11い十 (1) 3-0-0 (o) (1) 3-0-0

22p+ (1) 4-卜0 ( 0) (1) 4弓-0

Y q十 ( 0 ) (吊 3-0-0 (吊 31ト0

A:流産回数

B:表現型正常児数

C:泰現型異常児数

豪 語 染色体異常種類別挙児頻度

A/B A/B A/B

相互転座 0/′凄 2/8 2/12

ロバー トソソ型転座 3/6 いlo 3/6

腕間逆位 0/O Olヰ Ol1

Ⅹ染色体数の異常 1/3 0;1 1/L功

11い十 0月 0+O Ol一

22が トl 0/0 1月

Yq十 0ノ佃 0/1 0/1

計 5月5 2/14 7/29

A:生児を得た夫婦数

B:当該夫婦数
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とも核要軌 表現型は正常であって, これらのうち2名は

既をこ出生前をこ羊水診断により正常核型が確認されていた,

6･1二湘 互転座LJ)症例では,相談後L･1回t'減蔓娠か成 立し

うち 1回が白然流鼠 3回が生産であったが,その内容

としては, うち 1回は児の染色体をこ異常 絹 や13相互転

座に加え2番染色体長腕に教練な欠集を認めた)がみら

れ,表現型 も多発奇形をともなっていた.残 りの2回は

父親と同横型殿保因者であった.本束婦では相談後 4回

日の妊娠時に初めて羊水診断依鮪があ り)検査の結果覚

と同 じ保因者と診断さわり 出生後の診察で来観型正常が

確認 されてし､ろ_IIT,XXX ハ例ていと.机訣直後に成 立

した妊娠が継続 したため,依頼により羊水診断がなされ

た.結果は 奄6,ⅩⅩ であ り,出生後の診察でも表現型

をこ巌常を認めていない.

不腎症克婦の皮膚紋理は羨 4に示 した.素,素のそ

れぞれについて, 保 因 者 と 非 保 因 者 の 皮 膚 紋 理 に 有意差

4 6,XY.i(6･.1'L3)

.'1 . 三

･!-;-lil - - :I _

頼 光東宮覧 菩

ぼ認められなかった.しか し,検討症例は少ないものの,

女性保因者には凝線が多 く,手指渦状紋の頻度が低い傾

向が,男性保因者の場合は,む しろ,毅線,母指球紋の

頻度が低い傾向がみられた.

Il∴r. 考 案

染色体異常を有しながらも,表現型が正常である個体

杏,染色体異常練間者と呼ぶ.これら採困者は種々のきっ

かけで発見され得るが,不妊症,不育症,異常児出産な

どの圭として生殖に関する トラブルが契機となる場合が

圧倒的(.I_阜し､.

保因者を発見 6診断する際,義姉の染色体検査が必須

左(I)は当然て.あるが,染色体核型!-･_rt.r宵純粋 (1)ulllLlt( )-

留まy油 量es)の関連性を示唆する緒祭 も散見されるため,

当外来では不育症美樹に対 し指掌紋理の記録を染色体検

査と平行 して行ってきた.すなわち,指掌紋理の応柳 こ

(} [} i;:.I:L>..,

■
表現型異常者

◆ ニー!｡鳥 ..li

碗 :遷転職謹筏に成立 した妊娠

凍:羊東根塞 く出生前診断)施行例

:̂大1におけるtJr3惟保【唱名･No.3

t'.:六1における1{性保E甘苦No.5

C:夫1におけ る女性保LAl･若No.7

11:大1にIi(十l.互什†引月番No.ll

図 1 遺伝相談後をこ妊娠が成立 し かつ追跡 し得た
症例
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より,染色体検査の結果を待たずして染色体異常保因状

態の推定が可能であれば,臨床的をこ意義があると考える

からである. しかし,当外来をこおける集計からは鍵田賓

群とそれ以外の群との指掌紋理に有意差は認めていない

(藁 紙 従って,さらに多数の症例を検討する必要はあ

ろうがテ現時点では,保因者推定の方法として,皮膚紋

理の調査は必須とは言い難いと考えられた63).ただ,18

番染色体の一部 (18q21)の如 く特殊な部位をこ関 しては

モノソミ-または トリソミ-状態が皮膚紋理をこ蛮尭な影

響を及ぼすという見解 もあり64),不育症と皮膚紋理の

関連が見直される余地は残されていると思われる.

では,染色体検査により発見され,保因者であると診

断された者の悩みをこぼどう対応したら良いのであろうか.

染色体異常に対する根本的な治療法の無い現象 表現型

が正常なこれら保因者に対 してぼ遺伝相談というかたち

で医療がなされている.逆に,これら染色体異常保因者

またはその素婦-の対応は,遺伝相談のうちでも特に重

要な1分野であるといえる.とはいえ,これらに対して,

適切な遺伝相談を行うことが決 して容易なことでないこ

ともまた事実である.遺伝相談の壕では,当該真樹に対

する染色体検査の結果の告知から,最終的に彼らが家族

計画を立てる=-サ なわち,生殖に関する意志を欽定す

るをこ至るまでの間には多くの段階があり,これらを的確

をこクリア附することが要求されるのである.これらの各

段階は,純粋に遺伝学および技術的問題をこかかわるもの

ど,倫理的問題とに大別されるが,特をこ後者の問轟とし

ては,カウソセリングの結果,当該某婦が不拳な状態に

陥ることの無いように,すなわち, どう対応することが

彼らに率福をもたらすのかを考えることも必要である.

これは,個々のカウソセラWの人生観にもかかわって来

る問題であって,どの様な対応が正 しいのかを一律に決

めることはできない,

一方,倫理的問題を論ずる前をこ,現実的問題として,

当該某婦の今後の妊娠をこおける予後が的確な計算をこより

推定されていることが必須である.つまりすこの数値が

彼らの今後の意志換定に対 し重要な影響を及ぼすことか

らして,計算は説得性のある方法でなされ なおかつ,

出た数値の意味づげと,さらをこぼ,倍額性の限界につい

ても納得の行 く説明がなされるべきである.

さて,当外来におけるこの方面-の対応であるが,産

婦人科の特殊性からか,陳困者の発見は異常児発生によ

る屯のよりは反復 せ習慣流産由来の者が圧倒的に多い.

そのため,次回妊娠での妊娠予後 (危険率)の算出がよ

り要求されるわけである､

表 4 tJ3女-別,保因者.非保四番別.
手掌紋理所見 (実数)

PALM ドlNGER

S(｢TH HYP t′t〝 UL A RL W

義 保因者 5 0 0 0 0 0 23 2 1 24罪--46 8 4 20 8 2 230 11 13 :～06

計 51 8 壇 20 8 2 253 13 14 230

妻 保因者13 1 0 1 0 1 81 5 0 11井-- 12 3 9213 481 20 18 ニi51

訂 Ⅰ(附 16 3 日ー2-1 562 25 18 395

各危険率の算出をこ際 しては,まず,節-成熟分裂にお

ける染色体の対合園を繍凱 どの様な染色体の組合せを

有する配偶子がどの程度の割合で生ずるかを計算ずるこ

とが--般的に行われる作業であろう (図2), しかし,

例えば相互転座の場合,こうして得られた理論的な流産

率が現実に比 して低過ぎることが大きな問題である.そ

こで,さらに一歩進めて,より現実に近い対合図を周い

る方法が考えられる.すなわち,相互転座を宥する個体

では,第 1成熟分裂の輿常染色体の対合 津a豆丁摘g)に

おいて当該染色体は四価 (Quadrivaienも)の状腰を経

て両極をこ牽引されるが,この Quadr主valemもの図を播

いて各配偶子の形成頻度を探る方法である (図 3).こ

(')方法で考:l･.ら)A_AherllateSt消,rPL.Lltion l､.J､外は総て

Aneuploidyを生ずることから,正常妊娠の確率が低 く

なるであろうことは容易に想像可能である.しかし,当

該染色体が Quadrivalentを形成緩,両極-牽引され

る際には紡鍾糸の付着角度やタイミソダによって多様な

分離か起こJHE=IL.そこ-さ吊こInt(,rrhromosomこ11I:.fr(Yt

の如き機の染色体の行動までも考慮すると,各配偶子の

形成される頻度を正確をこ算出することはやはり不可能と

いねざるを得ない.またサAmeup旦oidyを着する受精卵

が流産をこ至るのか異常児として出生するのかの理論的判

定は困難な場合も多い.

これを由験例でみると,12鼠の相互転座夫婦のうち18

組までは全妊娠が流産に終わっているが,残 り2観は習

慣流産に至りながら鮎,計複名の盤児 をうち1名は異常

児)を得ている (豪 且や望,詔)ヰすなわち,現寛としては

総 じて生児を得難く,それでいて症例により予後をこ相当

な差が有ると言えそうである.しか屯この予後 臆 険率)

については,各々の症例についてその染色体横型をもと

をこ理論的をこいかに追究 したにしろ算出が困難であること

は,前述のごとくである.それでも相互転座および Ro-

txertson型転座の場合は妊娠予後を理論的をこ採る手が か
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りが多少存在すると言えるが,逆位等の場合は対合図を

描いて 鮎との様な配偶子がどの程度の頻度で生ずるのか

は更に求め難いのが現実である. したがって,満足な遺

伝相談を行 うためには何か別な方法で免除率を算出する

ことが必要になって来る,

以上の如き理由から著者は,不育症を皐する染色体異

常保因者未婦に対 しては ｢経験的危険率Jを導入 して妊

娠予後の推定を行い,遺伝相談に利用 Lてきた. この場

普,経験的定検率とは rクライアントと同 職 染色体輿

常を香し, Lかあその異常が不育症を契機に発見された

Case を文献約に可能 な限 り多 く探 し, それらにおけ

る実際の妊娠 予後を集計 して得た流産率や,異常児出産

箪 jである.従って本法は,問題にする染色体県常と同

きないという難点はあるが,現実に基づいた数値の得ら

れるのか大きな草凱氏である.なお,症例を集める際,問

髄にLている輿常と同一の症例が文献的に発見されてい

てあその束婦が不育症を星していない場合は紫紺として

甜 憩 うd野 鶴

蘭革､凋 試
H∴

.

-

u

n

:

7:iY_荒を7番染色極

ボ:首常なS蕃染色体

離､再7巨板癌による覚異7添染色体

dg)r川上転座による先程試蕃染色体

U

n

H

H

H
∴
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図 2 理論的危険率を考える際g)対合図

(泰 iにおける男性保因者 No｡嶺の場合)

An 十Cl.):adjacent1segr叩 Ation
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Ac 十 130 :alternatest･gre官&tion

A十B(ーD
B 十C持A

C 十DAB

D 十 ABC

国 語 竣価染色体図を用いる方法

(図1における男性保因者 No.塊の場合)

I:3segrptiation



石田 :反復 .習慣流産の原因としての染色体異常保因者-の遺伝外来における対応に関する検討 831

用いないわけであるが,これは当該某婦と可能な限り条

件をマッチさせた症例における妊娠歴を用いたいがため

である.ただ,この方法は流産を繰 り返 した後に検索を

受けた症例のみを集計するため,その時点の集計を基に

今後を控1-うとすれば流産率を高く見積りすぎる可能性が

ないとは言えない.検索開始後の妊娠歴のみを集計すべ

きとの考えもあろう. しかし,流産を矧 頭繰り返 した所

で検索を受けるかば多分に人為的な要素に左右きれる,

そのため,検索以前の妊娠歴を集計から除くことは,や

はり数値に人為的操作を加えることになり妥当性を放く

と思われる.むしろ,検索後の追跡報告が文献約にも非

常に乏 しく,資料として用い難い現状では,検索以前の

妊娠歴をそのまま集計する方が好意しいと考えられる.

勿論声流産率を多少高く見積り過ぎる可能性のあること

は承知 している必要があり,説明の際はこの点にも必ず

触れている.だが,経験的危険率が集計に基づく数値で

ある以上,できるだけ多くの症例を文献約に鮭礁するこ

とと同時に自験例を追跡 し 衆評に加え,経験的免除率

をより確かなものに修正して行 くことは必要である,こ

こで理論的危険率と経験的危険率を,Rotx,Yts｡n型転

座保因者について対比させると揖 frの如 くである,Ro-

krtson型転座染色体異常保因者の場合,表現型正常児

を得る確率は!理論的には1/2ないしは2/3程度であり,

次回も流産する危険率は 1/4ないしは 1/2程度と考えら

れる. しかLながら,現実には,例えば当外来での経験

によると,i3:14タイプ (4例)と摘:ほタイプ (2例)

について,前者では計16妊娠中流産が12民 生産れ 4

回 (すへて正常児)であるのに対 し,後者では,計9回

の妊娠の全てが流産に終っている一

このように,相互転座の場合と同様,現実は理論値に

比 して流産率が高く,また,関与する染色体により予後

が異なるものと考えられる.-一万,13日4タイプについ

て,反復 ･習慣流産を Ascertaimmemtとして収寮した

文献l)I27)から経験的危険率を求めると,流産を来す確

率84.5%,保因者を含めた正常児を得る確率 11才6%,

異常児を縛る確率3.9%などとなり,やはり決 して気安

いものではないことが示唆される (蓑 5).このタイプ

のように報告症例の多いものについては,妊娠予後の推

定を保因者の男女別に振 り分けて算出することが可能で

あり,より確かな値を得ることも可能になるものと思わ

れるのであるが,残念ながらこういったものは特殊なタ

イプに属 し 大多数の相互転座例などでは,染色体の組

合せの一致まではみても,切断 8再癒合部位の一致をみ

ることは極めて少ないのが現状である.この問題の解決

のためには,この方面での症例の報告を期待する以外に

はないのである,

次に,第9番染色体の腕間逆位亨すなわち inv(射 の

問額に触れてみたい.この横型は, 磯 におけるスタ 車 -

ニソグ検度により約 1%程度の検出頻度を望し65),た

捌 こ,反復 ･習慣流産との関連は,蚤祝 し難いとする見

解もあるが,Ascertainmenもをあくまでも反復 ｡習慣

流産に求め得る inv(9)に限った場合,これを単なる偶

然の合併とみて良いか番かは大きな問題である66卜 69)

自験例 (豪 l)の2夫婦の場合,計誓‖古書の妊娠はすべて

自然流産に終わっており,染色体横型との関連は無視 し

得ないものと考えている.特に逆位に関 しては,理論的

に危険率を算出することは相互転座以上に困難なことと

考えられ 従って経験的免除率の果たす役割がさらに大

きくなって来るといえよう. また,inv(9)に限らずラ

音on琵Y や 14p+,22p十,などについても,これらを

正常変異とみる向きもあるのであるが,文献的に必ず し

も無害と言い切れるものではないことから,ここでは広

く染色体異常として取 り扱った70)-73).また,X染色体

における数の異常について屯,反復 書習慣流産との関連

で意見が必ず しも一致していないのが現状であるが8)項2),

iTiV(9)におけると同様に流産との因果関係を理論的に

寮 5 27文献,67夫婦の集計から見た13;14ロバ- トソン型転座保因義姉の妊娠予後

保因者 夫婦数 経妊娠敷 く 流 正 保 輿 ) 生児を得た夫婦数

夫 24 78 ( 61 11 2 4) i.0(41.7%)

育 43 154 (135 9 5 5) 14(32.6%)

疏:流産回数

蕊:横型,表現型共に正常な児の数

煤:児が保因者の件数

輿:異常児数
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明示し難いも〔-r)に対してこそ経験的危険率が遺伝相談を

行う上で義挙かつ有用と考えられるのである.すなわち,

成熟分裂から飴芽に至るまでに関与する全ての条件をパ

ラメータ-として盛り込んだ冨サ欝方法が開発され 理論

的麓険率と現実との一致がみられる時代が来るまでぼ経

験的危険率の蚤要性は高く,そのためには,個々の症例

の遺跡,報告,さらには文献渉猟が今後屯絶えることな

く推挽されていく必要があると考えられる.

lt仁 過去9牛閏に経験 Lu.i復 ･習慣流GlL:隼契機!二

して発見されるに至った染色体異常保因者に於ける遺伝

相談を通 じ,経験的危険率の応欄が現時点では最も妥当

な予後評価をこつながる方法であると考えられた中
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